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	吉野ケ里遺跡 および 瀬ノ尾遺跡�より出土した�石棺墓 蓋石に印された線刻群の�考古天文学的解釈の試み
	吉野ケ里遺跡��「謎のエリア」から石棺墓が出土し、 3枚セットの蓋石が出現。
	吉野ケ里遺跡��石棺墓 蓋石③��表面に線刻あり
	吉野ケ里遺跡��石棺墓 蓋石②��表面に線刻あり
	吉野ケ里遺跡��石棺墓 蓋石①��表面に線刻なし
	吉野ケ里遺跡��石棺墓 蓋石②③ ��線刻実測図
	吉野ケ里遺跡��石棺墓 蓋石①��ひっくり返したら�（石棺内側面に）�線刻ありました
	吉野ケ里遺跡�石棺墓 蓋石①②③��線刻面も考慮してつないでみたら、もとはこんな1枚岩だった
	瀬ノ尾遺跡��石棺墓 蓋石��20年ほど前にお隣の瀬ノ尾遺跡からも同様に表面線刻された蓋石が出土し、保管されていた。
	吉野ケ里遺跡�石棺墓 蓋石��ともあれ、吉野ケ里の3つの線刻群をまとめて星空に見立てた場合、こんな感じ。
	スライド番号 11
	吉野ケ里遺跡�石棺墓 蓋石��まず、蓋石②＋③の線刻群と夏の天の川を中心とした星空との同定は、こんな感じ。
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	吉野ケ里遺跡�石棺墓 蓋石②＋③��次に、蓋石①の鏡像と、先の夏の天の川景観（ ②＋③ ）との同定から4時間遡った春の星空との同定は、こんな感じ。
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	瀬ノ尾遺跡�石棺墓 蓋石��今度は、瀬ノ尾の蓋石を、吉野ケ里の①（鏡像）と同様に春の星空と推定して同定すると、こんな感じ。�
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	線刻のいろいろ1��線刻にはさまざまな形が見られます。数の多い記号は「×」「ー」ですが、少数ながら特徴的な記号も。それぞれ特別な天体と同定が可能です。�
	�線刻のいろいろ2��線刻にはさまざまな形が見られます。数の多い記号は「×」「ー」ですが、少数ながら特徴的な記号も。それぞれ特別な天体と同定が可能です。�
	�関係者集まれ��ここでは、とりあえず、吉野ケ里の石棺墓について妄想してみます。�
	�これから��天文屋の立場から見ると、今回の吉野ケ里・瀬ノ尾の石蓋線刻は、3世紀前半の吉野ケ里の天文景観を描写している可能性は高いように見受けられるので、この仮説をより確からしいものにするための検証活動を多角的・学際的観点から今後も続行します。��ご清聴ありがとうございました。�
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